
 

横 浜 市 情 報 提 供 資 料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
  横浜市は「ＳＤＧｓ未来都市・横浜」として、「環境を軸に、経済や文化・芸術による新たな価値・

賑わいを創出し続ける都市の実現」をビジョンに掲げ、市民・企業等と連携した様々な取組を進めて

います。 

   
この一つとして、ヨコハマ SDGs デザインセンターでは、様々な主体と連携し、横浜の海と小学校

の教室をライブ映像でつなぐ“海中教室”を、６月 27 日（木）に、横浜市立みなとみらい本町小学

校で実施します。 

”海洋プラスチックゴミの削減対策”が最大テーマの１つであるＧ20 開催を前に、みなとみらい

21 地区の企業・団体と同小学校がアマモの植え付けを行った海を舞台として、子どもたちに海洋環境

について知ってもらう機会を提供します。 

 

実施概要について、主催者であるヨコハマ SDGs デザインセンターがリリースを発表しましたので

横浜市報道関係者へ情報提供します。 

 

＜実施概要＞ 

 ■日  時 2019 年 6 月 27 日（木）11 時～（3 時間目・45 分間） 

       ※予備日 2019 年 6 月 28 日（金）11 時 30 分～（4 時間目・45 分間） 

 ■実施場所 海中側：みなとみらい 21 地区 汽車道アマモ実験場 

       教室側：みなとみらい本町小学校 

 ■対  象 みなとみらい本町（ほんちょう）小学校 4 年生・5 年生（約 100 名） 

 ■実施体制 主  催：ヨコハマ SDGs デザインセンター、横浜市 

     事業実施：NPO 法人 JAPAN BULLETIN BOARD（企画・運営等）、TSP（撮影・技術） 

        協  力：笹川平和財団 海洋政策研究所、一般社団法人横浜みなとみらい 21 

 

 

 

お問合せ先 

（SDGs 未来都市に関すること） 

温暖化対策統括本部 ＳＤＧｓ未来都市推進課長      髙橋 知宏          Tel 045-671-3901 

（実証実験実施内容に関すること） 

ヨコハマ SDGs デザインセンター                   e-mail：https://yokohama-sdgs.jp/contact 

令 和 元 年 ６ 月 19 日 
温 暖 化 対 策 統 括 本 部 
Ｓ Ｄ Ｇ ｓ 未 来 都 市 推 進 課 

 
日本初！ 

海と教室をライブ映像でつなぐ海洋教育プログラム 
“海中教室”開催のお知らせ 



⽇本初︕
海と教室をライブ映像でつなぐ海洋教育プログラム

“海中教室” 開催のお知らせ

＜実施概要＞
■⽇ 時 2019年6⽉27⽇（⽊）11時〜（3時間⽬・45分間）

※予備⽇2019年6⽉28⽇（⾦）11時30分〜（4時間⽬・45分間）
■実施場所 海中側︓みなとみらい21地区 汽⾞道アマモ実験場※2

教室側︓みなとみらい本町⼩学校
■対 象 みなとみらい本町（ほんちょう）⼩学校4年⽣・5年⽣（約100名）
■実施体制 主 催︓ヨコハマSDGsデザインセンター、横浜市

事業実施︓NPO法⼈ JAPAN BULLETIN BOARD（企画・運営等）、TSP（撮影・技術）
協 ⼒︓笹川平和財団 海洋政策研究所、⼀般社団法⼈横浜みなとみらい21

NEWS RELEASE

報道関係者各位 令和元年6年19⽇

ヨコハマSDGsデザインセンター※1は、様々な主体と連携し、横浜の海と⼩学校の教室をライ
ブ映像でつなぐ“海中教室”を、６⽉27⽇（⽊）に、横浜市⽴みなとみらい本町⼩学校で実施しま
す。”海洋プラスチックゴミの削減対策”が最⼤テーマの１つであるＧ20開催を前に、みなとみら
い21地区の企業・団体と同⼩学校がアマモの植え付けを⾏った海を舞台として、⼦どもたちに
海洋環境について知ってもらう機会を提供します。

“海中教室”は、アメリカ⻄海岸で始まった先進的な海洋教育プログラムであり、⽇本初となる
今回の実施を機に、横浜から国内外に広く発信していきます。「海の中では、何が⾒える︖」、
「⿂の⽬線で⾒るとレジ袋は何に⾒える︖」といった⼦供たちの疑問に、ベテラン・ダイバーが
海中から中継で答え、海への親しみを感じてもらう機会を創出します。

今後、複数の海域から多元的に中継して⽐較しながら学ぶ授業づくりや、同時に複数の学校へ
映像配信する取組など、様々な主体との連携による取組拡⼤に向けて、検討を進めていきます。

当⽇の取材を希望される⽅はイベント担当︓⿇⽣までご連絡下さい。
TEL:070-6482-9778（株式会社エックス都市研究所内） E-mail:aso@exri.co.jp
なお、海中教室の映像素材は、海中側、教室側のいずれも提供可能ですので、御相談ください

参考︓「海と⽇本調査結果」（2017年7⽉13⽇）⽇本財団
https://www.nippon-foundation.or.jp/app/uploads/2018/12/wha_pro_umi_08.pdf

■お問合せ先
ヨコハマSDGsデザインセンター（担当︓⿇⽣）
contact@yokohama-sdgs.jp
問合せフォーム
https://yokohama-sdgs.jp/contact

※1 ヨコハマSDGsデザインセンター
「SDGs未来都市・横浜」の実現を⽬指し、環境・経済・社会的課題の統合的解決を図る、横浜型「⼤都市
モデル」の創出に向け、多様な主体との連携によって⾃らも課題解決に取組む中間⽀援組織

※2 「汽⾞道アマモ実験場」について
⼀般社団法⼈横浜みなとみらい21と横浜市港湾局は、みなとみらい21地区内の企業・団体と協⼒し、海草

の⼀種である「アマモ」を使ってみなとみらい21地区の魅⼒のひとつである「海」の⽔質向上と⽣物多様性に
向けた取組を⾏っています。2018年11⽉には、みなとみらい本町⼩学校の⼦どもたちや地区内関係者が参加
してアマモの植付作業を⾏いました。

写真提供︓（⼀社）横浜みなとみらい２１



海と教室をライブ映像でつなぐ海洋教育プログラム“海中教室”
ご取材お申込⽤紙

ヨコハマSDGsデザインセンター イベント担当 ⿇⽣ ⾏き

■お問合せ先
ヨコハマSDGsデザインセンター（担当︓⿇⽣）
contact@yokohama-sdgs.jp
問合せフォーム
https://yokohama-sdgs.jp/contact

返信先︓ メールアドレス
contact@yokohama-sdgs.jp

※取材いただける場合は、6/26(⽔)15:00までに、ご返信ください

御社名

貴紙・誌名・番組名

取材当⽇の代表者

TEL FAX

携帯電話 メールアドレス

ご同⾏者⼈数
※ご本⼈様を含む ⼈

※当⽇ご出席の⽅は、お名刺をご持参ください
《“海中教室” ご取材のご案内》

 ⽇時 2019年6⽉27⽇（⽊）11時〜（受付︓10時30分開始）
※予備⽇2019年6⽉28⽇（⾦）11時30分〜（受付︓11時開始）

 場所 みなとみらい本町⼩学校
＜住 所＞ 神奈川県横浜市⻄区⾼島⼀丁⽬２番３号
＜アクセス＞ みなとみらい線 新⾼島駅 ⼤通り⾼島⼝より 徒歩５分

横浜市営地下鉄 ⾼島町駅 出⼝２より 徒歩５分
横浜駅 東⼝より 徒歩８分

※⻄側校⾨（⾸都⾼側）よりお⼊りいただき、受付⼿続きをお願い致します(係員誘導あり)

※駐⾞場のご⽤意はございませんので、予めご了承ください
 当⽇の連絡先

ヨコハマSDGsデザインセンター ⿇⽣︓携帯 070-6482-9778

伊藤︓携帯 090-1053-6334
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